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毎日あるいは隔日に変夜温管理
されたブドウ 4マスカット@オブ@アレキサンドリア?
の生育期，新梢および果実成長の様相

倉藤祐輝・北JlI正史・小林一奈

Growth Stage ， Shoot Growth and Berry Development of 'Muscat of Alexandria' Grapes Under Time-dependent 

TemperaれrreManagement on Everyday or Every Other Day in Forcing Culture 

Yuki Kura何i，Masashi Kitagawa and Kazuna Kobayashi 

鰭雷

間山県のブドウ‘マスカット・オブ・アレキサンド

リア， (以下，‘マスカット，)の栽培面積は，全陸第一

位の112haであり，全国の97%を占めている(農林水産

省， 2008).本品種は，高価格販売をねらった前進出荷

のため，加植栽培の占める割合が高い. ところが，最

近の原油高騰による燃料費の急騰は，‘マスカット'経

に著しいダメージを与えており，生産者からは省エ

ネルギー対策が強く求められている.現在，省エネル

ギ}対策として，保j昆性の高い資材を用いた施設の多

層被覆や掛熱構造の改善，加温器の麗熱利用装置の導

入，さらに，加温施設を1月の早くから閉め切って保

温し，生育の前進化を盟る技術が行われている.一方，

通常の栽培に比べて，夜j鼠を下げる変夜温管理も燃料

節減に有効とされており，生育ステ}ジ別に多段サー

モスタットを用いた夜温管理基準が示されている(杉

浦， 1991).この方法は，毎日の夜間を時間帯に分け

て，通常の栽培よりも温度を下げるものである. しか

し間出県の‘マスカット加温栽壌では，夜j昆を18~ 

20t以上一定に設定するのが一般的であり(岡山県，

2003) ，毎日の夜温が18t以下となるような管理を行う

と生育の遅延，結実や果実発育の不良が発生しやすい

ことが経験的に知られている.一方，小林ら (2009)は，

日単位で設定温度を変える隅日変夜糧管理を行い，生

育不良が生じないかを検討したその結果，新橋成長

や果実肥大が劣ることなく 生育の遅れも数日韓震で
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あることが判明し，加温栽培の燃料節減に有効である

としている.そこで，本報では，‘マスカット'加温栽

培でのさらなる燃料節減を目的に，毎日の後夜視のみ

を下げる変夜混管理を行い，臨日変夜j昆管理と比較し

て，生育期や新梢および果実成長の様相を調査すると

ともに，燃料節減効果について検討した

材料および方法

1.試験区と処理方法

実験には，岡山県農林水産総合センタ…農業研究所

において，素焼き鉢10号(関口部外径約33cm，高さ約27

cm)に植栽した2年生の‘マスカット'を30樹供試した.供

試樹は， 2009年lfI22日にガラス室内(関口4.8m，奥
行き7.5m，高さ33m)において，農業用ポリフィルム(摩

さ0.7mm)を被覆した内張りパイプハウス内(関口2.6m，

奥行き4.5m，高さ2.4m)に撤入した加温機(SPぺ025FF，

(株)総和工業)を用いて，終日20t以上で加温した

萌芽が始まった2月18日と19日に関裂のガラス室3棟に

10樹ずつ分けて移動させた. 1棟は， 16~ 8時の夜温(16

時間)を19
0Cに設定する恒夜温区， もう 1棟は， 16 ~ 

8持の夜温を1日おきにゆ℃と 15tに設定する隔日変夜

j鼠区，さらにもう 1棟は， 16 ~ 24時の前夜糧 (8時間)

を19
0C，0~8時の後夜撮 (8時間)を 15t に設定する

変夜温肢としたいずれの区とも1[Rl鉢10反復とし， 8 

~ 16時の畳混 (8時間)は， 19
0C以上で加温し， 28t 

を目安に内張りハウス，天窓および側窓を関期して開

ーの温度管理を行った.内張りハウスは，満開l週後 (4
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丹2日)に験去し各区とも前述の加識を果粒軟化日ま

で、行った.巣粒軟化日以降は 終B190C以上に加温し

た11東のガラス室内(関口5.4m，奥行き30.0m，高さ3.7m)

に搬入し外気温が18tを下回らなくなった6月5臼に

加温を終了した. 1樹から1新梢を伸長させて， 1花穂を

着生させた.果房の管理は，岡山県の慣行法(関山県，

2003) に準じて行ったが，新梢先端部の摘心は， 10葉

期に本葉を11葉残して行い，高日梢葉は花穂着生節まで

は2葉，それより上位の節は1葉を残した.

80%開花した臼，果粒軟化日は果鹿の果粒が約80%軟

化した日とした.内張りハウス内の気温を温度データ

ロガー (HIOKI3633，日置電機)を溶いて， 30分間隠

で測定した 1日当たりの燃料治費量を微流量燃料油

メ}タ (NDR幽6，KIMMON MFG) を用いて，ほほ毎

日の午前10時に計測し萌芽日~満開日と萌芽日~果

粒軟化自の燃料消費量を求めた.

(2)新梢成長

萌芽日から3日開隔で新梢長と農薬数をisO定した.併

せて，田村・藤井 (2009)の報告に準じて，基部から5

節自の本葉第5葉の葉色値をミノルタ社製のSPAD502を

用いて，萌芽12日後から3日間関で1葉当たり3か所を測

定し平均値を求めた.果粒軟化7選後に新梢上のすべ

2.調査方法

(1)生育期，温度および燃料消費量

高木・井上(1982)の報告に準じて，芽の長さが0.7

cmに達した日を萌芽日とし満開呂は花穂、の小花が約
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題1 変夜組管理における室温の日変化

表1 変夜温管理における田平均室温および夜間日平均室温

日平均室温 夜間日平均気温z

区
萌芽日~ 満開田~ 萌芽日~ 萌芽日~ 満開日~ 萌芽臼~

満開日果粒軟化日果粒軟化日 満開日果粒軟化日果粒軟化日

(OC) (OC) 

短夜1昆 20.7 21.2 21.1 19.6 19.5 19.6 

隅田変夜温 19.6 21.1 20.5 17.8 18.9 18.5 

変夜温 19.6 20.8 20.3 17.6 18.6 18.2 

z夜間は16'"'"'8時までを示す

表2 'マスカット'加温栽培の韻芽臼から満開臼および満額良から果粒軟化日までの所要毘数

に及!ます変装潟菅理の影響

IK 
萌芽日

生育期

満開日

所要日数

果粒軟化日 萌芽日~満開日 満開日~果粒軟化日

慨夜温 2丹18日土2.92 3月23日土2.4 5月16日土2.5 36日土0.8aY 52日:1:1.8a 

隔日変夜櫨 2月19日土2.9 3月28日土2.8 5月22日土2.4 40 S土0.7b 52 S :1:1.7 a 

変夜温 2月19日土3.1 3月28日:1:2.5 5月25臼土2.8 40日土1.2b 55 S :1:2.0 b 

z平均値土諜準備差 (n=10)

Y異なる英文字問にはすukey多重検定により， 5%水準で有意差があることを示す
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ての葉の最大横i隔を計測し葉の最大横i踊と葉面積の

関係式(岡山県， 2003)から新梢葉面積を求めた.併

せて，本葉第1~ 5葉，同第6~ 11葉，同第1~ 11葉お

よびすべての副梢葉の平均最大横幅を求めた.

(3)花穂および果実成長

花穂、の小花が約20%開花した開花開始日に1花穏当

たりの支覆数と花穂長(花穂の最上位の支梗から最下

位の支梗までの長さ)を 1R~定した.開花開始日の花篭

数と満開2還後の結実果粒数を調査し結実率を求め

た.満開日に1花穏当たり 10子房を選び，横径を測定

した. 1果房から3果粒を選び、，果粒の横f去を満開日か

らlまぽ1週間間隔で測定した.果粒軟化7還後にすべて

の果麗を収穫し果房霊，果粒重，糖度(毘折計示度，

MASTER-A1 T， AS ONE)およびi果房当たりの結果症

発生来校数を調査した.

結果および考察

1.生育器と混震との関部

各区の室温の呂変化を図lに示した. 16 ~ 8時までの

夜温を19t一定に設定する'慢夜j鼠区， 16 ~ 8時までの

夜温を1日おきに19tと15
0

Cに設定する罷B変夜温毘

16 ~ 24時の前夜温を19t. 0~8持の後夜温を 15t に

設定する変夜温区および昼混管理について，いずれも

ほぼ設定どおりの温度が維持できた.ちなみに，各区

の萌芽日~果粒軟化呂の臼平均室温と 16~ 8時の夜

間日平均室識は恒夜iJffi.lRがそれぞれ2l.10C，19.6t 

であったのに対し，縞日変夜温区はそれぞれ20.5t，

18.5t，変夜温区はそれぞれ20.3t，18.2
0

Cであった(表

恒夜温区の萌芽日は2月18日，満開日は3月23日，果

粒軟化日は5月16臼であったのに対し，臨臼変夜通区は

それぞれ2月19日， 3月28日， 5月22日，また，変夜j鼠区

はそれぞれ2月198，3月28日， 5月25日であった.萌芽

日~講関白と満開日~果粒軟化自の所要日数は，恒夜

j昆誌がそれぞれ368，52日であったのに対し，踊日変

夜温亙はそれぞれ40日， 52日で萌芽日~満開自の所要

日数が4日多く，変夜jE肢はそれぞれ40日， 558で5日

および3日多かった.なお，踊日変夜温区と変夜j毘区と

の関には，萌芽日~満開自の所要日数に大差はなかっ

たが，満開日~果粒軟化日の所要日数は，変夜温底が

3日多かった(表2). 

高木・井上(1982)は‘マスカット'加温栽堵の萌芽

日~満開自の所要日数は，この期間の平均室温と密接

な関係にあり， 臼平均室温から2fCを減じた値を累積

し，その値が661
0

Cに達した日にほぼ満開になるとして

いる.本実験でも，恒夜温区に比べて，鴎日変夜温区

と変夜j嵐区では，当然ながら日平均室温の累積値が小

さく(表。，萌芽 8~講開日の所要日数が多くなった

と考えられる.ちなみに，本実験での実測債は，高木・

井上(1982)の式で予測した所要日数に比べて，恒夜

温区は差がなかったが，隔日変夜混区と変夜温区はl日

少なかった.この原閣は判然としないが，高木・井上

(1982)がガラス説室に栽植された通常の栽堵樹を供試

しているのに対し本試験では，…殻的に生育の早い

鉢植え樹を供試したことが関係しているのかもしれな

いが，いずれにしても差は1日と小さかった.

一方，高木・井上(1982)は，マスカット'加温栽

培の満開日~果粒軟化日の所要日数は， 吾平均室温が

19 ~ 25
0

Cの範関であれば，室温が高くても必ずしも短

縮されないとしている.しかし本実験では，満関日

~果粒軟化日の所要自数は，恒夜温区に比べて，変夜

温区が3日多かった.この原鴎は判然としないが，本実

験では，温度以外の条件を揃えやすい鉢植え樹を供試

しており，高木・井上 (1982)が供試した土耕の通常

の栽培樹に詑ベて，温度の効果が検出しやすかったの

かもしれない.

このように，毎日あるいは掲日に夜祖を下げる変夜

温管理を行ったところ，従来の恒夜温管理に比べて，

満開呂の遊延は4~5 日認められ，果粒軟化日の遅延は

毎日の後夜温を下げる変夜温管理で3臼認められたし

かしこの程度の遅延は，収穫期の単晩としては，許

容範囲内と考えられる.

2.新構成長と温度との関係

萌芽後の新梢成長については，萌芽3日後までは新

梢長と新梢伸長速度に区による差はなかったが，萌芽

3 ~ 12臼後の閤の新梢伸長速度は，恒夜j鼠区に比べて，

鴎日変夜温区と変夜温区が有意に遅く，新梢長が萌芽

6 ~ 18日後の関は，踊日変夜温院と変夜温区で下居っ

た.その後は，新梢長が50cmを超える頃の10葉期に新

栴先端を摘心したこともあって，区間差がなかった.

また，踊日変夜温区と変夜j晶区との間には，新梢伸長

速度や新棋長に差はなかった(函2，国3).萌芽後の

展葉について，萌芽12~ 15日後の展葉速度は，恒衣

j昆区に比べて，臨日変寂損症が有意に遅く，変夜温援

も遅い傾向にあり，展葉数が萌芽12~ 15日後の関は，

隔日変夜温肢と変夜温区で下囲った.その後は，新梢

先端を描心したこともあって，萌芽15~ 18日後の農薬

速度は，恒夜温区に比べて，隔日変夜温区と変夜温区

で有意に遅く，萌芽18日後以降の展葉速度と展葉数に

区間差はなかったまた，隔日変夜温涯と変夜温区と



第2号

区では，本葉第6~ 11棄の平均最大横幅が大きく，新

椋葉面積が大きかった臨日変衣祖区も有意な差では

ないが，同様の傾向が認められた(表3).このことから，

夜温が低い毎日または踊呂の変夜温管理下では，葉が

大きくなり，新楕葉面積が増加すると考えられたこ

れらの夜温管理の違いによる新梢成長の様相は，小林

ら (2009)が憧夜温管理と臨日変夜温管理とを比較し

岡山県幾林水産総合センター農業研究所研究報告

の閣には，農薬速度や操葉数に差はなかった(麗4，罰

5) .萌芽後の葉色債については，萌芽36日後まで位夜

温区に比べて，臨日変夜j昆区と変夜j昆区がやや薄い額

向が認められたが，有意な差ではなかった(データ省

略).新梢葉面積については，一般に，夜読を低く管理

すると葉が大きくなりやすいことが経験的に知られて

いる.本実験においても，憧疫温区に比べて，変夜j量

32 
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も，萌芽日から新梢が40cmの長さに達する日までの所

要日数は，短夜温亙の16日に対して， 呂平均室温の累

積値の小さい楠日変夜温区と変夜j昆区では， 17呂と多

かった.ちなみに，本実験での実測組は，高木・井上

(1982)の式で予測した所要呂数に比べて，いずれの区

もl日少なかったが，この原因は判然としない.

倉藤・北JII.小林毎日あるいは続日に変夜i昆管理されたブドウ‘マスカット・オブ・アレキサンドリア'の生育期，新綴および果実成長の様相

た実験の結果とほぼ一致している.

高木・井上 (1982)は，マスカット'加温栽培の新

舗の初期成長速度，すなわち萌芽から新梢が40cmの長

さに達するまでの所要日数は その期間の日平均室温

と密接な関係があり， 日平均案混から2.9tを減じた値

の累麓と一定の関係が見られるとしている.本実験で
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このように，毎日あるいは隔日に夜温を下げる変夜

温管理を行ったところ，従来の恒夜温管理に比べて，

開花期の新梢長，展葉数および葉色に差がなく，新梢

葉面積が増加したものの，萌芽3~ 12日後の新梢伸長

速度と萌芽12~ 15日後の展葉速度が遅く，萌芽15日後

まで新梢成長が緩慢であった 今後は，新梢成長に差

が見られた萌芽15日後までは，慣夜j昆管理することで，

変夜温管理における新梢の成長速度や生育の遅れの是

正が可能と考えられた.生育ステージ別の設定温度や

変夜温管理について，さらに検討する必要がある.

3.花穂発育および果実成長と温度との関係

花穂、発育と結実について，開花開始日の花穂、長，花

穂支援数および満開日の子房横径に差はなかったが，

縞日変夜温区と変夜温区の結実率は，恒技種区に比べ

て，有意に高かった(表4).高木・井上(1982)は，‘マ

スカット'加温栽培の結実について， 0~6時までの平

均夜温が11.3~ 25.3
0Cの関では，平均夜温が低いほど

結実率が高まるとしている.本実験で，鴎日変夜温肢

と変夜温誌の結実率が高かったことは，この結果と一

致しており，夜温が低い毎日あるいは隔日の変夜温管

理で，結実が優れると考えられる.

果粒の肥大については，隔日変夜種区と変夜温区と

もに，恒夜温区に比べて，満開後2週間の果粒横径肥大

速度が漉く，満開2週後の来粒横径は，臨日変夜j昆涯

で、有意に小さく，変夜温区で小さい鎖向が認められた.

しかし満開4~5還後の果粒横径肥大速度が恒夜温区

より速く，その後は差が認められず，満開9週後の果粒

横窪に区による差はなかった(国6，国7). また，果粒

軟化7週後の成熟果躍の果房重，果粒重および糖度に

ついても，区による差はなかった(表5). これらの夜

温管理の違いによる果粒肥大の様相は，小林ら (2009)

の実験結果とほぼ一致している.

本実験では，満開後2週間の巣粒肥大が恒夜温区で

優れたが，満開4週後からは，変夜j昆区と関呂変夜温

区で果粒目巴大が促進され，恒夜温区との差が見られな

くなった‘マスカット'加温栽培の果粒肥大と温度と

の関係については，吉くから研究されており，大崎・

徳、永 (1944)は，結実後の温度が高いほど巣粧の横径

肥大が促進され，縦経を横径で除した果形係数が小さ

いことを報告している.また，島村・岡本(1975)は，

開花期の夜温と果粒盟大との関係について詳細な実験

を行い，果粒の肥大は 開花16日後までは夜温が高い

ほど促進されるが，開花41日後には逆転し，高夜j昆ほ

ど巣粒が丸みを帯びて小さいとしている.本実験の結

果は，これらの結果と一致している.以上のことから，

夜温が低い毎日あるいは隔日の変凌温管理でも，充分

表3 ‘マスカッド加混栽培の新構葉覇積および葉の大きさに及iます

変夜j量管理の影饗

葉の平均最大横幅

新梢葉直讃 本葉
高IJ梢葉

第1""5葉 第6""11葉第1"" 11葉

(cm2) (cm) (cm) 

4，770 bZ 16.3 a 21.7 b 19.1 B 15.9 a 

5，518 ab 16.6 a 22.9 ab 19.6 AB 17.3 a 

区

値夜温

輔自変夜温

変夜温 5，632 a 17.3 a 23.2 a 20.3 A 17.4 a 

z異なる英文字聞にはす'ukey多重検定により，大文字は1%水準，小文字は

5%水準で有意差があること示す

‘マスカット'加温栽培の花穂発欝，子震の大きさおよび

結実に及ぼす変被温管理の影響

花穂長 花穂支梗数 子房横径

(cm) 個)

表4

区
(mm) 

結実率

(%) 

恒夜温 14.9 aZ 33.7 a 

隔日変夜温 15.9 a 31.8 a 

変夜温 16.1 a 33.6 a 

z異なる英文字関にはTukey多重検定により，

有意差があることを示す
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症状には昼夜の果房の水ポテンシャルの大きな格差が

影響するとしシミ症状の発生は，水ポテンシャルが

高まる6時頃を中心に4~ 10時頃に多く，他の時間帝は

少ないとしている.本実験では，小林ら (2009) と同

様の隔日変夜温区が1日おきに，変夜j最誌が毎日， 8時

-北JII・小林:毎日あるいは隔日に変夜i量管理されたブドウ‘マスカット・オブ・アレキサンドリア'の生育期，新橋および来笑成長の様相

な果粒肥大が得られることは明らかである.

小林ら (2009)が慎夜温管理と隔日変夜温管理とを

比較した実験では，果粒軟化直前の土壌水分の大き

な格差が一四とされる縮果症が多発している.中野

(1989)は，結果症のうち，縮果症状には気温が，シミ

NS 
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満開後週数(遺)

‘マスカット'加混栽培の満開後の果粒横桂
に及ぼす変夜混管理の影響

図中のまま線は標準誤差 (n==10)を示し，異な

る英文字問にはTukey多重検定により， 5% 

水準で有意差があることを， NSは有意差がな

いことを示す
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肥大速度に及ぼす変夜温管理の影響

問中の垂線は標準誤差 (n==10)を示し，異な

る英文字問にはτukey多重検定により， 5%水

準で存意差があることを， NSは有意差がない

ことを示す
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行ったところ，夜温を下げない憶夜温管理に比べて，

温度と密接な関係があるとされる萌芽日~満開自の所

要日数は，ヰ ~5 日多く，満開日~粟粒軟化 B の所要

日数は，毎日の後夜識を下げる変夜温管理で3日多く

なったが，収護期の阜晩としては，許容範盟内と考え

られた.新舗や果実の成長は，大きく抑制されること

はなく，萌芽日~果粒軟化日の加温燃料は，隔日の変

夜撮管理で15.996，毎日の変夜境管理で29.496節減され

た.省エネルギー対策としては，毎日の後夜温を下げ

る変夜j量管理が加温燃料の節減効果が高く， より有効

と考えられた.また，いずれの変在溢管理な盤夜境

管理に比べて，新構成長では萌芽3~ 12日後の新摘伸

長速震と窮芽12~ 15日後の展葉速度が，果実成長では

謁間後2遊間の果粒横径肥大速度が遅いことが判明し

た.今後は，通常の栽培瀦について，新梢や果実の成

に差が見られた萌芽後2週間と満開後2週間を恒夜温

管理にすることで¥変夜境管理における新梢や果実の

成長速度や生育の遅れの是正が可能と考えられ，生育

第2~号向山県差是林水産総合センター農業研究所研究報告

を壌に4
0

Cの室温の格差があり，影響が懸念されたが，

結果症の発生はわずかであり，区による差もなかった

(表5).このことから，本実験設定の毎日あるいは隔日

の変夜温管理が縮果症の発生に与える影響は，小さい

と考えられた.

4.撚料i諸費蜜と混度との罷{系

燃料消費量について，萌芽日~満開日の'燃料消

は，髄夜i星毘の332.lLに対して，隔世変夜温区は

317.9Lで4.396少なく，変夜温誌は279.1Lで16.096少な

かったまた，蕗芽臼~果粒軟化自の燃科諮費量は，

憧夜?ilil.区の660.1Lに対して，隔日変夜j晶認は55ヰ.8Lで

15.996少なく，変夜j昆誌は466.2Lで、29.496少なかった(臨

8). 1日のうち外気識が最も鮭下する時間帯の夜温を毎

日下げる変夜温管理は，鶴自変夜温管理に比べて，よ

り燃料節減効果が高いことが明らかである.

以上のように，燃料節減を自的に，‘マスカット'加

槌栽培において，萌芽日から果粒軟化日までの毎日の

後夜温あるいは縞臼の夜温を4
0

C下げる変夜温管理を

36 

‘マスカット'加温栽培の成熟果実の品質に及ぼす変夜温管理の影響

り

発生果粒数

(粒)

4.0 a 

伊

hJU翠

糖度
区

C Brix) 
f亘夜祖

踊日変夜温 630 a 12.6 a 18.0 a 2.0 a 

変夜温 593 a 12.3 a 18.1 呂 0.7 a 

z異なる英文字聞にはすukey多重検定により， 5%水準で有意差があることを示す
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z函中の数値は，恒寂温区に対する縞日変

夜温区および変夜温区の燃料消費節減率
を示す
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ステージ別の細かな設定j毘度や変夜温管理について，

さらに検討を要する.

摘嬰

‘マスカット'の鉢植え樹を供試し，萌芽日から果粒

軟化日まで，長温 (8~ 16時)を19t (28t換気)と

し，夜間(16~ 8時)を19tの加温下で生育させる恒

喪温管理を対掃に，夜j昆を1日おきに19tと1Stに変え

る璃日変夜温管理または前夜温(16~ 24時)を19t，

後夜温 (0~ 8時)を15
0

Cに下げる変夜温管理を行い，

生育期，新梢および果実の成長ならびに燃料消費量を

比較した.

1.萌芽日~満開告の所要臼数は，憧夜温管理に詑ベて，

関日変夜温管理が4日，変夜温管理が5日多かった

諮問日~果粒軟化日の所要日数は，恒夜温管理に比

べて，変夜j量管理が3日多かった.

2.新構成長について，隔日変夜境管理と変夜温管理は，

恒夜温管理に比べて，萌芽3~ 12臼後の新梢伸長速

度と萌芽12~ 15日後の麗葉速度が遅く，萌芽15日後

まで新橋成長が競穫であったしかし萌芽後の葉

色と萌芽18日後以障の新構長や展葉数に夜温の違い

による明確な護はなく，新槙葉面積が増加した.

3. 開花開始日の花穂長や花穂支梗数に夜植の違いによ

る明確な差はなく，南日変夜撮管理と変夜温管理は，

髄夜議管理に詑ベて，結実が優れた.

4.果実成長について，縞日変夜温管理と変夜視管理は，

恒夜温管理に詑べて，満開後2週間の果粒横佳肥大速

度が遅く，萌芽2週後の果粒横径が小さかったが，満

開4~5週後は速く，その後の果殺横筏肥大速境と果

粒横控に夜温の違いによる明確な差はなかった.成

熟果実の品質は，同等で、あった.

5.燃料消費量について，萌芽日~満開日と萌芽呂~果

粒軟化期の燃料消費量は，憧夜温管理に比べて，間

日変夜温はそれぞれ4.3%，15.9%少なく，変夜温管

理は16.0%，29.4%とさらに少なかった.

6.以上のように，臨日変夜j昆管理や変夜温管理を行っ

ても，生育の遅れは，収穫期の早晩としては許容範

囲内であり，新梢や果実の成長が大きく抑制される

ことはなく，加温燃料が大幅に節減された省エネ

ルギー対策には，毎日の後夜j昆を下げる変夜温管理

が加温燃料の節減効果が高く，より有効と考えられ

た.
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